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1｡まえがき

数年前から“EuropeanGeotraverse"計画の一環と

してヨｰロッパ各国でいくつかの地球科学の大型プ

ロジェクトが計画されている･それらの計画はいず

れも地殻深部について新しい幡報を得ようとするもので

地球科学に新知識をもたらすと同時に技術的た面にお

いても新たた進歩をうたがすという波及効果が期待され

ている.

上記の計画の一つにDEKORPと呼ばれる深部地震探

鉱計画がある.この計画はイギリスではBIRPSフ

ランスではECORSベルギｰではBELCORと呼ほ

れその他オラ:■ダ･スイス･イタリアたどでも行われ

ている.Lかしそれらは国境をこえて統一的に計画さ

れ地球の深部構造について広い知識が得られるように

配慮されている.

ドイツ連邦共和国には深部地震探鉱計画と同時に

深部ボｰリングの計画(KTB)がある.深部ポｰリン

グ計画は1886年にもあり当時1,392m掘削されたが

今回のものはその10倍以上の深さが見込まれている.

現在までに掘られた最も深い穴はソ連のコラ半島での

12㎞余りの深さにまで達するものであるがそれをも

凌ぐものである.

この種の計画は日本でも話題にのぼったことはある

が実施されたことはたい.そこで小論ではこの

計画の目的･組織･方法さらに財政面について解説す

ることにする.

婁｡⑰E亙O毘圧計画

DEKORPはドイツの大陸反射波地震探鉱計画

�敵瑳捨���楮�����數楯����楳捨�偲�

g.amm)の略である.この計画は1982年に西ドイツ

の地球科学者のグルｰプによって発案され提出された

ものである.この計画ではドイツでのヴァリスカソ

造山帯の一般走向に直交したドナウ河から北ドイツ平野

にいたる延長2,500㎞にわたる側線をとり深さ30㎞

までの地殻構造を明らかにしようというものであり作

業は現在進行申である(図1).

1987年8月号

その主た目的は①地震探鉱反射法によってドイツ

連邦共和国の地殻構造を詳細に明らかにすること②そ

の結果と他の地球物理学的並びに地質学的資料を総合的

に検討してヴァリスカソ造山帯の構造とその発展過程

を明らかにすること⑧各国の結果を対比し総合編集

すること④ドイツの大陸深部ボｰリング計画(Deutsc･

hesKontinenta1esTiefbohrProgramm略してKTB)の

ための適当た位置を選定することである.

西ドイツには様六な反射法地震探査断面があるげれ

どもそれらは石炭･石油･天然ガス･岩塩ドｰムだ

と地下資源探査を目的とするものであった.したが

って地殻深部についての情報は得られていたいし得

られていても解釈されたいまま残されていた.そこに

メスを入れようというわけである.

3｡地質調査･研究機関

ドイツ連邦共和国には連邦地質調査所(Bmd.san.t-

a1t地rGewissenschaftenundRohst砒e)と州の地質調

査所(G.o1ogis.h.Landes.mter)がある.連邦地質調

査所は経済省に属し州の地質調査所は当然各州に属し

ている･ハノｰバｰにある連邦地質調査所は主とし

て国際的たプ目ジニクトの遂行と国の計画に関係する

原子力発電の放射性廃棄物処理地熱エネルギｰ開発や

国内地下資源開発計画などを手がける･また方法的

に新しい基礎研究も行われている.西ドイツは11州か

らたるがそのうちの7州ご地質調査所が置かれてい

る･その主た業務は2万5千分のユの地質図を作成

することであるが地質図には水理地質エンジニア

リング地質土壌図だとも盛り込まれる.したがって

地質図は土地利用計画や環境保護などの目的に利用さ

れている･州の地質調査所は開発計画の決定の権限

をもちまた相談業務も手がけている.

二一ダｰサクセソ州地質調査所は連邦地質調査所と

同じ建物にあり図書館や食堂を共有するだげでたく

人事面でも交流が行われ州の地質調査所のたかでも特

別た位置にある.�
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終了｡一一計画中◎ボｰリング地点

図1ドイツ連邦共和訓こおげる深部反射法地震探査計画路線と深部ボｰリング計画位置

地質ニュｰス396号�



ドイツ連邦共和国の大型プ目ジエクト

白11一

ドイツ連邦共和国科学技術省

二一ダｰサクセン州地質調査所

地球科学共同課題邦

軍＼

運用クルｰプ

提案､結果

提案､結果.

計画遂行

提案､結果

方法開発のための

FKPE作業グルｰプ

野外作業

会社大学付置研究所

提案､結果

クラウスタニル大学

DEKORPプpセッシ

ング･センタｰ

試料

年次コロキュｰム

結果

解釈

地域作業グノトプ

匹ヨ匠ヨ

区ヨ田

図2DEKORP計画実行組織図

結果

4.皿皿KORR計画の実行

二一ダｰサクセソ州の地質調査所には地球科学共同

課題部がおかれ各州の地質調査所単独では実施が困難

た課題をとりあげて実施している(図2).DEKORP

計画は科学技術省の所管に属するがその予算要求

予算の執行と管理は同部によって行われる.その計

画と実行のための重要た決定は運用グルｰプ(STG)

によってたされる･同グルｰプは地球物理研究会議

員(FKPE)とA1fredWEGENER財団の理事によって選

ばれた11名から構成されている.そのうちの7名は大

学教授2名は探査関係の会社1名は連邦地質調査所

1名は二一ダｰサクセン州地質調査所から選ばれてい

る･よく知られている科学技術省のR酬z博士は顧

問格で参加している.

DEKORP計画はまず地域の作業グルｰブ(RAG)

によって策定される･このグルｰプは地質家と地球物

理家からたり計画策定の会議は公開で時にSTGの

メンバｰも参加して行われる.計画決定はSTGによ

って行われる.RAGのリｰダｰは計画の実行段階

ではSTGにゲストとして参加する.

計画の実行はプロジェクト推進グルｰプによって行

われる.このグルｰプは反射法地震探査を会社に委

託し解析作業を大学の研究所と協同Lて行わせる.

大学の共同研究グルｰプも作業の進め方について同グ

ルｰプの指示を受けることにたっている･共同研究グ

ルｰプでは二人の助手を雇用しこまかい組織運営と

作業を行わせる.それらの管理は二一ダｰサクセソ

州地質調査所が行うことになっている.

1987年8月号

資料の対比やプロセッシ:■グはクラウスタｰル大学

で行われる.同大学ではDEKORPのために新しい

ハｰドウェアを購入しソフトウエアを開発し買入れ

ている.計算に余力がある場合には大学の作業グル

ｰプもプロセッシングを行う.このデｰタ･プロセッ

シングによってこれまでに非常に多くの新しいソフト

ウェアが開発されている.

いくつかの研究者グルｰプによって深部地震探査の

デｰタ･プロセッシングとモデリング改良のための方法

論的研究が行われる予定である･この作業にはボッ

フムクラウスタｰルフラソクフルトカｰルスルｰ

エギｰルミュンヘン大学の地球物理学研究所と連邦

地質調査所が参画している.

資料の地質学的解釈と総合は地域作業グルｰプ

(RAG)が行う､そこではいくつかの専門領域の研

究者が協力して作業が進められる･一年に何回かコロ

キュｰムやシンポジウムが開かれるがそれは各国の

会社や大学にも解放された国際的なものである･した

がってそこにはDEKORP計画の当事者であるドイ

ツ連邦共和国だけでたく外国の多くの地球科学者が参

加する･それらの会合で各国の研究の結果が比較さ

れ問題が討議されまた経験交流が行われる.DEK

ORP計画はアメリカのCOCORPの作業グルｰプと

も関係をもっている.

5.結果と今後の計画

5-1第1段階の成果

DEKORP計画でこれまでに実施された側線と今後の�
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図3DEKORP4の地震波反射断面(上)とその単純化した地質構造モデノレ(下)

(S0H皿｡㎜とWEB冊の未発表資料)

計画を図1に示す.作業は1984年に始った.その

年実施された側線DEKORP2-Sは南東のドナウ川か

ら北西のタウヌス山地までヴァリスカソ山地を横断す

る250㎞にわたるものであった､その成果はJouma1

ofGeophysics,Vo1.57,p.137-163(1985)に公表され

ている.同年KTB計画に関連してシュヴァルツ

バルド山地で3つの地震波断面KTB840184028403

がつくられたがそれらは約280㎞にわたる深部地震探

査情報に基くものであった.数年前に作られたウラッ

ハ近くの爆破による深部地震断面はKTB8403側線に

つなげられた.

1985年の作業はKTBの2番目の候補地であるオｰ

ベルプファルツで行われた･この側線はDEKORP4

という主測線だげでたく8501-8506の短側線をも含む

ホッホライン
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530kmにも達するものであった(図3).補助短側線

DEKORP4-QはDEKORP4の南に位置しバイリ

ッシュ岩脈(BayrischPfah1)を横切るものである.オ

ｰベルプファルツの野外作業は6ケ月を要した.そ

の直後に行われたシュヴァルツワルドの65㎞の長さを

もつ補助側線KTB8514は地殻構造に関して重要た情

報をもたらした.

1986年にはDEKORP2-S側線の北の延長240㎞の

野外作業が行われた.この側線はDEKORP2-Nと

呼ほれる.さらに研究ボｰリングフェルスモルド

ユ(Versmo1d1)ミュンスタｰラント1(Munster1and

1)とをつたげるためにDEKORP2-N-Q側線の野外

作業が1986年8月から11月まで行われた.
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図4

屈折法地震探査によるシ

ュヴァルツワルドの地殻

構造(カｰルスルｰ工大

学地球物理学研究所).数

字はP波速度(km/s).
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測量係3グルｰプ11名地震の反射波測定係3名側線のチュッ列系2名野外調査主任2名ジオホｰン係15名

図5バイブ目サイス測定車の配置と作業様式(PRAKLA-SEISMOS).

5-2第2段階の計画

1987年にはDEKORP1側線が予定されている.こ

の側線はベルギｰ国境に始まりアイフェル山地さらに

深部ボｰリングザｰル1(Saar1)を通りフランス

国境に至るものである.野外作業はベルギｰとフラ

ンス国境近くは両国の協力の下に行われる･さらにオ

ｰベル･ライン地溝の一部を切る野外作業も行われる.

1988年に行われる予定のライン地溝の地震探査は二

本の側線が計画されている･一本は本来のライン地

溝を通る長い断面他の一本はこれに平行するカｰルス

ルｰ工とハイデルベルグを結ぶものである.後者は

東方でKTB8402と8403を通るすでに行われた側線に

つたがり西方ではフランスのシャトｰ･セラソス

(ChateauSe1ins)までのびているU1側線とったがり

フランスのSCORS計画と協力して行われることになっ

ている.

1989年にはDEKORP3側線が実施されることにた

っている･この側線は1985年に行われたDEKORP4

側線のほぼ延長にあたる.DEKORP3側線は第三紀

玄武岩の分布するフォｰゲノレスベルクの近くで方向を変

えて石油会社によりすでに実施した側線とつながる.

1990年以後の計画はまだ確定していたいが北ドイツ

低地と南ドイツのモラッセ帯が話題になっている.また

DEKORP2Nを延長してオランダの国境を越える計画

も話題にたっている.この側線はベントハイマｰ鞍

部(Benthei血erSatte1)とバリスカン北縁を通る.こ

れらの長距離測線とともに小さた構造を明らかにする

1987年8月号

ための3-D地震探査(平面展開の地震探査)も行われる.

その対象としてはアイフェル山地の貫入岩やバイエル

ン州ディンケスビュｰル(Dinkesbuh1)近くの未だ明ら

かにされていない地質構造があげられている.

反射法地震探査法:反射法地震探査は火薬の爆

発による方法とバイブロ･サイスによる方法がある.

DEKORPはバイブロ･サイスによる方法を採用してい

る･この方法は一連のトラックにつまれたハイドロ

ｰリック器から次々に異なった周波数の波を発生させ

る(図5).記録は16㎞にわたってとられる.ジ

オフオｰソで波を受け電気的たインパルスに変えられ

てケｰブルを通してテレメｰタｰ･ステｰションから

測定車に送られデジタル･テｰプに記録される.こ

の方法で一日平均4-5㎞の記録がえられる.

西ドイツでは騒音と振動に対して厳しい法律観制

が行われている.この法律はドイツ工業規格(DIN-

NORM)に基いて制定されている･この法律によって

実施時間と建物からの距離が制限される.道路の破損

だとは復旧する義務があり畑だどに対する被害は金

銭で補償することにたっている.
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